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海女の数

海女振興協議会

三重県

●志摩半島にいる海女 660 人
   （鳥羽市 430 人、志摩市 230人）

●日本列島の18県に
　海女がいる

志摩半島

大築海島

海の博物館
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協力 : 鳥羽市立海の博物館
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志
し

摩
ま

半
はん

島
とう

（鳥
と

羽
ば

市
し

・志
し

摩
ま

市
し

）は日本でもっとも海
あ

女
ま

の多いところです
海女は自

し

然
ぜん

なる海を働
はたら

き場
ば

に、海の環
かん

境
きょう

を大切にしながら、資
し

源
げん

をとり尽
つ

くさない努
ど

力
りょく

を3千年以上もつづけてきました。

志摩半島の縄
じょう

文
もん

・弥
や

生
よい

時代の遺
い

跡
せき

から、アワビ
殻
から

やアワビを岩から剥
は

がすアワビオコシという
道具が出土しているので、潜

せん
水
すい

してとる人がい
たのは確かです。
しかし、女

じょ
性
せい

であることがはっきりするのは 8
世
せい

紀
き

に「潜
かづき

女
め

」の文字が文
ぶん

献
けん

に現
あらわ

れてからです。
その後、時代がさがって18世紀になると、浮

うき
世
よ

絵
え

などに描
か

かれるようになります。そして現
げん

在
ざい

まで、伊
い

勢
せ

神
じん

宮
ぐう

にアワビなどの海
かい

産
さん

物
ぶつ

を献
けん

上
じょう

す
る大切な役目を海女は果

は
たしています。このよ

うに 3 千年以上にわたって海女独
どく

特
とく

の文化は継
けい

承
しょう

されています。

海女は漁
りょう

期
き

のはじめや途
と

中
ちゅう

で、海の神様に大
たい

漁
りょう

や操
そう

業
ぎょう

の安
全を願

ねが
って、おまつりをします。なんといっても海女の一

番の願いは大漁ですが、たくさんの獲
え

物
もの

をもたらしてくれ
る自

し
然
ぜん

の海は、いつも静
しず

かで優
やさ

しいとは限
かぎ

りません。海に
は危

き
険
けん

な魔
ま

物
もの

も多くひそんでいると海女は考え、神様に助
けを求

もと
め、潜

せん
水
すい

作
さ

業
ぎょう

の無
ぶ

事
じ

を願
ねが

います。

現
げん

在
ざい

、日本列島には 18 県に約
やく

1600人の海女がおり、うち三重
県の志摩半島（鳥羽市・志摩市）に 660人（2017年）がいます。
しかし、高

こう
齢
れい

化
か

が進み平
へい

均
きん

年齢は65歳
さい

を超えています。

木
もっ
簡
かん

天
てん
平
ぴょう
17（745）年の平

へい

城
じょう
宮
きゅう
跡
あと
出
しゅつ
土
ど
の木簡で、

「鰒
あわび
」が志

し
摩
ま
国
のくに
波
な
切
きり
か

ら奈良へ送られていた
ことが判る。

鹿
しか
角
つの
製
せい
のアワビオコシ

鳥羽市浦
うら
村
むら
の白

しら
浜
はま
遺
い
跡
せき
から出土し

た BC200年頃
ころ
のアワビオコシ。

日
に
本
ほん
山
さん
海
かい
名
めい
産
さん
図
ず
会
え

（寛政11年／ 1799 年）

海で働
はたら
く海女を描いた最初の図。

大
たい
正
しょう
・昭
しょう
和
わ
初
しょ
期
き
の絵

え
葉
は
書
がき

大正から昭和初期にな
ると、海女は観

かん
光
こう
の上

でも注
ちゅう
目
もく
された。

三重県水産図解（明治 16 年／ 1883 年）
焚火で暖をとる海女が描かれている。

伊
い　せ
勢の海

あ　ま
士長

のしをせいすのず
鮑制之図

江戸時代に描かれた浮世絵で、海女が
ノシアワビを作っている。

海女のまつりは初
しょ
夏
か
の漁期のは

じめが多く、大漁と操業の安全
を海の神様に祈る。

「ドーマン」（修
しゅ
験
げん
道
どう
の呪

じゅ
符
ふ
・九

く

字
じ
）と「セーマン」

（一
ひと
筆
ふで
書
が
きの星

ほし
印
じるし
）

は志摩半島の海女が
身に付ける独特の魔

ま

除
よ
けのマーク。

潜りつづけて3千年 大漁の願いと魔
ま

除
よ

けー長い海女の歴史 ー信心深い海女

浜祭り（志摩市布施田）

しろんご祭り（鳥羽市菅島）

魔
ま
除
よ
けの印

しるし

潮かけ祭り（志摩市和具大島）
ドーマン セーマン

海女は昔から

活躍しているんだよ
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春 夏 秋 冬

海藻

アワビ

ナマコ

例えば…
例えば…

禁漁場所
ここで漁は
できません。

きん　りょう

徒人（カチド）

“海女”とは、素
す

潜
もぐ

りでアワビ、サザエや海藻をとる漁をする女性です
海女は自然なる海を働き場に、海の環境を大切にしながら、資源をとり尽くさない努力を3千年以上もつづけてきました。

海女文化をユネスコ無形文化遺産に!

海女の大
たい

敵
てき

は寒
さむ

さです。今でも「かまど」とか「火場」と
呼
よ

ばれる海女小屋の真ん中の炉
ろ

で焚
たき

火
び

をします。潜
もぐ

る前
まえ

も
潜った後

あと

も、直
じか

火
び

に当たって体を芯
しん

から温めます。
この海女小屋は、海女にとって睡

すい

眠
みん

をとり、仲
なか

間
ま

と談
だん

笑
しょう

し、
食事をとる大事な場所です。

海女は潜
せん

水
すい

器
き

具
ぐ

を使わず、アワビ、サザエ、ウニ、ナマコ、
海
かい

藻
そう

をとる女性の素潜り漁師です。
3 ～ 4 メートルから、海女によっては 20 メートルくらいの
海
かい

底
てい

まで潜ります。その潜水時間は長くて 50 秒です。 上
じょう はん しん

半身はだかで腰
こし

に布
を巻

ま
いた時代を経

へ
て、

海女は寒さを防
ふせ

ぐた
め、1960 年ころから
ウエットスーツを着る
ようになりました。ウ
エットスーツを着ると
身
か ら だ

体が浮
う

くので、腰
こし

に
5 ～ 8 キログラムの重
り付

つ
きのベルトを巻

ま
き

ます。　

海女の道具で大切なのは、水
中が良

よ
く見え、獲

え
物
もの

を見つけ
るのに必

ひつ
要
よう

な磯メガネ、そし
てアワビを岩から剥

は
がすイ

ソノミです。イソノミには何
種
しゅ

類
るい

かあります。とった獲物
を入れておく以前の磯

いそ
桶
おけ

は、
戦後には、タンポに変わりま
した。網

あみ
袋
ぶくろ

を吊るした浮
う

き輪
わ

で、浮
ふ

上
じょう

した海女の短い休
きゅう

憩
けい

を助けます。海女の身体
とタンポを繋

つな
ぐイノチズナ

（命
いのち

綱
づな

）も大切な道具の一つ
です。その他にもイソテヌグ
イや足ヒレなどがあります。

クロアワビ、メガイアワビ、マダカアワビ、の 3 種
しゅ

類
るい

のアワ
ビは海女の漁

ぎょ
獲
かく

物
ぶつ

の中心です。トコブシ（ナガレコ）、サザ
エ、ナマコ、ウニ、イワガキ、磯

いそ
もんといわれる貝

かい
類
るい

。そして、
ワカメ、ヒジキ、アラメさらにテングサ、フノリ、カヤモノ
リ（ケノリ・ムギワラ）、イロロなどの海藻を採

と
っています。

海女漁
りょう

には、船でトマエと呼ぶ船
せん

頭
どう

と二人でするフナドと、陸
りく

から泳いで漁
ぎょ

場
じょう

に行き一人一人でするカチドがあります。また船に乗り合っ
て漁場へ行く海女（ノリアイ）もいます。ふつうフナドはカチドよりも深い海へ潜ります。

10.6 センチより小さなアワビはとることが禁止されており、海女は厳
きび

しく守っています。サザエやウニ、ナマコなども小さなものはとりません。また、海藻もア
ワビやサザエの餌

えさ
になるので、とる期間や日数、場所などを決めて、とり尽

つ
くさない努

ど
力
りょく

をしています。

かまど、火
ひ

場
ば

素潜り 50秒の勝負

磯メガネとイソノミとウエットスーツなど

海の豊
ゆた

かな恵み

フナド（船人）とカチド（徒人） 海女漁の決まり事

ー今は海女小屋

ー海女の漁法

ー海女の道具

ー海女の獲物

ー漁のやり方 ー漁獲制限の数々

海女小屋

乗合（ノリアイ）船人（フナド）

イソノミ

磯メガネ

カギノミ

タンポイソダル

イソオケ

明治初期以前の海女 明治末から
昭和初期の海女

ウエットスーツを着た
最近の海女

アワビアワビ

ヒジキを採る海女たちヒジキを採る海女たち

ワカメワカメ

ウニウニ

サザエサザエ

ナマコナマコ大きさの制限 季節の制限 日数・時間の制限 禁漁場所の設置

資
し
源
げん
をとり尽くさない

努力をしています


